
○期間内の日曜•祭日は特に混
　雑しますので､早めにおでか
　けください。
○何か分からない点がありま
　したら早めに､係員や交通指
　導員などにお尋ね下さい。
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　五
家
荘
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葉
祭

　
　オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

と

　き
　
10
月
29
日
㈰
　
午
前
10
時
～

と
こ
ろ
　
せ
ん
だ
ん
轟
駐
車
場
（
泉
町
柿
迫
）

　五
家
荘
平
家
の
里

　琵
琶
と
夜
神
楽

と

　き
　
11
月
３
日
㈷
　
午
後
５
時
～

と
こ
ろ
　
五
家
荘
平
家
の
里（
泉
町
樅
木
１
６
０-

１
）

内

　容
　
幻
想
的
な
平
家
の
里
能
舞
台
で
、
琵
琶
の

　
　
　
　
弾
き
語
り
と
地
元
の
「
樅
木
神
楽
」
な
ど

　
　
　
　
を
披
露

費

　用
　
大
人
４
１
０
円
、
小
人
２
０
０
円

【
プ
ロ
グ
ラ
ム
】

　
白
拍
子
（
松
岡
靖
乃
）

　
琵
琶
演
奏
・
語
り
（
櫻
井
亜
木
子
）、

　
樅
木
神
楽(

樅
木
神
楽
保
存
会)

　緒
方
家
イ
ベ
ン
ト

と

　き
　
11
月
４
日
㈯
　
午
前
10
時
～

と
こ
ろ
　
緒
方
家
（
泉
町
椎
原
46
）

内

　容
　
緒
方
家
庭
園
で
、
久
連
子
古
代
踊
り
保
存

　
　
　
　
会
に
よ
る
国
選
択
重
要
無
形
文
化
財
の

　
　
　
　「
久
連
子
古
代
踊
り
」
と
小
島
旭
寶
氏
に

　
　
　
　
よ
る
「
筑
前
琵
琶
」
な
ど
を
披
露

費

　用
　
大
人
２
０
０
円
、
小
人
１
０
０
円

　左
座
家
茶
会

と

　き
　
11
月
５
日
㈰
　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

と
こ
ろ
　
左
座
家
（
泉
町
仁
田
尾
64
）

内

　容
　
菅
原
道
真
ゆ
か
り
の
左
座
家
で
煎
茶
を
い

　
　
　
　
た
だ
く

費

　用
　
大
人
２
０
０
円
、
小
人
１
０
０
円

五家荘観光周遊バス運行
と　き　11月 3日㈷～5日㈰、
　　　　　　　11日㈯～30日㈭
　　　　イオン八代店 午前 8 時 30 分発、
　　　　　　　　　　 午後 6 時着
　　　　（最少催行人数 12 人、予約先着順）
内　容　緒方家、五家荘平家の里、
　　　　樅木の吊橋、梅の木轟を回る
費　用　平日 4,980 円 /人、
　　　　土日・祝日 5,980 円 /人
※施設入館料、昼食代込み（旅行保険加入）

予約・問合せ　ＤＭＯやつしろ☎31-8200
※予約申し込みは運行日前日を起算に 8 日前まで

五
家
荘
紅
葉
祭

五
家
荘
紅
葉
祭

10/2910/29
（日）

11/3011/30
（木）（木）

〜

問
合
せ
　
泉
町
紅
葉
祭
実
行
委
員
会
事
務
局

　
　
　
　（
泉
支
所
地
域
振
興
課
）
☎
67
２
１
１
１
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10／20
金

11／26
日

〜

10／20
金

11／26
日

〜

　昨年12月、妙見祭を始めとする日本各地の祭り33件が「山・鉾・屋台行事」
としてユネスコ無形文化遺産に登録されました。「それぞれの祭りの出し物
は見た目がぜんぜん違うのになぜ一緒に登録されたの？」と思われるかもし
れませんが、実はそれらのほとんどが「笠鉾」をルーツとしているのです。
　今回の展覧会は、「笠鉾」をキーワードに九州を中心とする祭りの秘密に
迫ります。京都祇園祭や博多祇園山笠を描いた屏風や、県外初出品となる
長崎くんちの傘鉾の実物など54件を展示します。これまでの通説を覆す
展覧会となっています。ぜひご覧ください。

ところ　市立博物館未来の森ミュージアム
主　催　市立博物館未来の森ミュージアム・八代市・熊本日日新聞社
後　援　八代妙見祭保存振興会
観覧料　一般600円（480円）高大生400円（320円）中学生以下は無料
　　　　※（　）内は20人以上の団体料金　
　　　　※11月3日㈷は無料公開日
休館日　月曜日

特別講演会　※いずれも博物館講義室にて　聴講無料　定員 80 人　事前申込不要　先着順
① 10 月 28 日㈯　午前 10 時 30 分～正午　 「笠鉾から日本の『祭り』が見えてくる！？」　 講師：本館学芸員　早瀬輝美
② 11 月 18 日㈯　午前 10 時 30 分～正午　 「笠鉾から山

だ し

車へ」　講師：大阪芸術大学教授　西岡陽子氏

問合せ　市立博物館未来の森ミュージアム☎34-5555

◆「水掛祝図屏風」部分　江戸時代前期
　　三重県・十念寺所蔵　　三重県指定文化財
　　小袖を掛けた笠鉾の下で囃し踊る人たち

◆「妙見宮祭礼絵巻」部分
　　江戸時代後期　八代神社蔵

平
成
29
年
度
秋
季
特
別
展
覧
会 

八
代
の
歴
史
と
文
化
27

─ 

八
代
妙
見
祭
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
登
録
記
念 

─ 
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